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看護何i問題対策検討ワーキンググル
ープ報告書

はじめに

昨今の看護師碓保が困難な状況の中、どのような方法で看護師確保を図るか

が、栗原市病院事業の喫緊の課題となっており、栗原市病院事業管ヂl十の諮問

機関として当ワーキンググループが設置さ泊′た。

平成 20年 8月 2711に 第 1回のワ
ーキンググループを開継し、栗原市病院

事業における看誰師確保についての計問題を検語|し、具ll・
~的
提案を作成のうえ

病院事業管コl者に提言することで議論を行った。

第 1回 のワーキンググループにおいては、平成 21年 度
・平成 22年 )萱

・平

成 23年 度の看護師採用計画Fと定員の見耐!Iし、新規採用十なm:保するための環

境ヨと備や中途退職十の減少な図る方策などの議論をした。

平成 20年 10月 14日 の第 2回 ワーキンググル
ープでは、新)サせ採ナ日千な確

保するための具体的な環境整備や中途退恥t者の防 111に向けた取り和lみの必要|′L

についての議論をし、平成 20年 11ダ 125日 の第 31司ワ
ーキンググループに

おいては、これまでの検討内容を雅す11じ、ここに1詫終報告書として体
illするt、

のである。

本報告書に示された問題を解消するためには、医療機関や教育機Bq、更に

は行政機関、地域の関係十牛全てのrl解を得なけねノばならない。

従つて、市民の貴重な病院 ・診療所を効率的に河:営していくためには関係十

の更なる匹l解 と協力が必要で汁)る。

看護師問題対策検討ワ
ーキンググループ

川二  長     |ヂ
｀
藤 英  悦
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1 .看 誰師不足に伴う病院事業の現状等

(1)玉 1二成 21年 度 ・平成 22年 ,ピ・平成 23年 度における病棟通常 太ヽわこ及
び

配置計画 (別添資料 1-1、1-2、卜3)

栗原市病院事業におけるR病 卜
1荒
(栗原中央)'i院、テ1午柳病院、栗駒),5院)

ごとの病オ】〔運営状況と看護聴t員の阻置言1画について、そね′ぞオRン
グ)病「叱から

説明を受けた。

看誰恥t員の岨置については、医療法と1又容可行ほ)'こ床数、 1「 l平均芯十数

(入院・外来)、病床和1州率を勘森しての現行`と言1画 (案)の 肥置とえFつて

いる。

ただし、栗駒病院については、電:朴えに伴い平成 21イ |を4)111:1か rDの

医療法病床数は、現行の 97床 から7S'オ〔に移行する。

また、栗原中りt病院の現行の医療法),i床数 290床 については、栗駒病院

のfll誉えと同時に 300床 に移行する。

(2)第 六次看誰恥1員需給見imし (川添校い12)

厚生労働行の第六次千誰職鼠需給兄imしの策定に伴い、付城県において

くゝ平成 1呂 年度から平成 22年 )度の 5年 尉1の看誰職員需給見】mし を策定し

たところである。

この衣から需要見通しと供給見】砲しはほぼバランスが取尤1′ている状7兄!と

なっている。

ただし、平成 18年 4月 からの診療報llllll改定に伴い、従来の最1)手厚い

看護体系であつた 「10ネ111か ら 「7対 lJ人 院基本料の千誰lF己世基当
生が

新たに設定さ加フたことが1也峨における千誰出li不足に1lrlⅢなかける要lAlにも

なっている。

(3)栗 原市立病院看誰職炉i(看 護胴F・椎千誰師)に 係る年齢別調

(別添資料 3)

栗原市病院事業 3病 院における平成 20年 7)11日 現在の看護職員 (看

護師 ・ン十丘看護いli)午 齢児!1訓である。

3)両院全体の看護師の平均年齢は 410歳 、4た看護師は 52_2歳 となって

い る 。

栗原中央病院は看護mi 37 4歳、推看護師 49_3歳、若柳病院は看護問i429

歳、准看護師 52_7歳、栗駒病院は看護師 483歳 、推看護師 5S5歳 となっ

ている。

特に栗駒病院の看護師・推看護R市に係る平均年齢は高くなつており、病
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院経営における人件賛!七率は高く経常な圧i出する1犬況にあることか |)、今

後の看誰師子確:保を十テとlJ l r rに入れた取 り糸Rみを険言ヽ|する必要が泣)る。

栗原中Jt病院における 25歳～ 34歳卜kでの看護師は、57イコお り、千護

師全ll・の 41 7 )を1 !「めている。

また、庄前産後体暇、育児体業牛な取得する恥t員が)増えているため、そ

の代替を子陥4協tすることが1不1郎な状7T″に汁)る。

ついては、看護師確保ネ1策の
一
環として平成 20年 1 1月 1 1 1に院内保育

所を開所 したところで汁)る。

(4「)不市蛭〕mtttit来)11状7兄討刊;弊 ()川平へでfド11)

平),蛇20イi二8月 1日 す兄イにでの看言控】mt ri採ナ1]状7'tで汁〕るが、 平 )5蛇15イド
を度か

ら平成 2 0 年度のギ、のであり、4ギ「に近| | 十は味集枠に対して、受験十数が少

ないため再度募すに対
~る
ような1太況にある。

また、1采用辞退十についても多くなっており、千言嵯師から選ば'″1ンる) ' i 院

な日1肯す環境碓″研市な考える必要がお)る。

(5)看 言蛭恥蛇員i上〕品t‖犬7兄訪li弊(月|1添校‖|15)

hF/),蛇20イト8月 1「1現イにでの希言控恥蛇ri退聴t状?兄で,じ)るが平ナ蛇 lRイ「)萱l~li

1 6 名、平成 1 9 年, 虻は 1 9  t γ, であり、2 イ| ユ問で 3 5 人が選〕m t している。この

人数は、看護〕恥卓員の 687)な 1!fy )てお り、要因は勧1興退職や育児年に↑卜う

退職が主なT把|||であり、何らか7)改キ棟な討じる必要がある。

(6)看 誰恥1員採)日試験状7'こ訓許 (ガ|1添資料 6)

平成 20年 8′)11「|〕サ↓在での看誰職員脈)|1試験状7垢!で汁)るが、平成 18イli

度から平成 20イ「1度にかけて募すに枠に受験古応募数が達 しない状7兄にあり、

これまでの年 11耳1としてきた採月]試験をイli 3 1 F Iに1ル〔大する十1ヤ世な討 じて

い る 。

(7)採 用試験突施状況
一
覧 (別添資料 7)

これまでの栗原市),i院事業としての採サ1]試験の実施||キ期、試験内容、試

験実施の周知方法、看護学校訪問の状7垢!等と近隣白治体病院における保ナ|‖

試験の実施状況を調合した1)のであるが、今後、看誰師募集に向けた看護

学校の訪問牛について時サ明や方法を校語|する必要がある。

(8)年 度別採用状況 ・既卒採用 lf‐の前勤務地」地区別状況
一覧 (別添資料 4)

平成 15年度から平成 20年度の看護師 B准看護師の年度別採用状況にお

いて、市立病院企体として既卒村は企体の 67%、 新卒者は 337)を占めて
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いる。

4ギFに新卒者は年々減少傾向にあるので、新卒十な確保するような方策を

検討しなけイ
ン1フ|ずならない。

2.中 途退恥tの要因

(1)個 人的なコ|!「lに(kる もの

。結婚

・育児 (育児時間が容易に】取得できない)

い病気

・進学

。他のに廉1牲関への就肘t

・
規 r/)介 誰

(2)和l縦的な要1天|によるt、の

・人『||1鋼係
・に燎司f故の影響
・業務繁忙 (業務量の〕出力‖)
・処遇 (給与ヽが安い)
・時間外の研1多、委員会活動が多い

3,新 規採)日等恥t員を子酌:保するための'☆〕荒雑肺

(1)病院の運営方針牛の充実
・病‖先α)「|1肯

ヤ
サ/`ミヽき方1品11■式リダ“,|が|サlm:にさデi夕

~〔
いる)商1暁

・看言準用「からぷば加′る病1坑 (〕mt員なr大り〕に ll~る力f院)
・医療を受ける‖u・1岳!供する側の信順関係が||1米ている病院
・恥t場内で L司の気肥 りが出来ている病院
・恥t場の雰囲気 ・肘t場と,1'荒・人的1桟境が雅った'「1きやすい病院
・柔軟的な勤務体制を受入ら加フる病院
・医師・コメディノブル牛によるチーム医療に対 し積極的な取 り組みを行な

つている病1先

(2)管J!体制等の充実
・業務量を附まえて希誰師li己置をしている病院
,中岡管理者が しっかりとした管〕ヨ1能力を備えている病院

(3)福利厚生の充実
・福利厚生に重点を置いている病院 (看護師宿舎雅備の充実)

(4)研修|卜制等の充実
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B看護に係る勉強が出うにる病1坑号

・年後教育のしっかりしている病院
・プ リセプターをi文えるll k制が しっか りした病1境i

・イ"Flケイ本|1刊がしっかりしている)高‖先

・新人研
11ケ
にローテーション"「修を準 人している病院

(5 )職 員の相1談体制r/ D充実

・|尚`み事があった際の相談体il対が出来ている病院

(6 )そ の他

・自分ブDど|二活l iにあるTi l度余裕が持てほどほどに勉萌iが| | 1来る) ' i l !化

4.  Z今千盗σ)】ほ和W)方 |れ〕!ザに
一舟受にTR‐誰〕情,員については、郎1情t率が高 くれLの|ケ三療機関ヘブ)'lti助や i量】mt

十の〕出ブ)11に↑14い、夜勤体制な莉L持すること|)M H  t t tな医療機1対や、汁)る。

従つて、このような状態を回〕ととするためにも坊)il暁運営上、郎〕賄t率を低下 さ

せ、定若率を静iめるた材)

第
一
段階 としては、

①業務内容の雅備

②子育て環境の文陵 (育児時間が円ヤ′「|に取件できる帆慮)

①ス トレス要lklの緩和をは1るための恥t場吠J荒準備がll‐要で汁)る。

(メンタル牛の専PFl的なl・ll談窓日の設置)

第二段階としては、

①職員lll l l l々の人『‖性を中EEした人的今|メ|!や千誰恥tとしての中PI性をi出及

し充実を田ること

②看護Rliの教育方法については、今後新人σ)プリセプター方式の兄“Iし

をはじめ、中性が安心してlllJlけるように
ヤサ
~る

①役1年1を果たすための業務内容の評価方法を見i地:しする (市立病院問の

業務研修会等の開催)

④中途退職村年を雇用するための科録制″)導入

⑤チーム医療のvlll進(医川i・コメディカルの役削分411の明離化)

以上のよ肢旅「1みが重要で汁)る。

才Sオ9りに

木ワーキンググループは、こ,1フまで 31可にわたり看護師確保についての

現状や対策等について検討をしてきたところである。

医療現場における看護師不足は非常に大きな課題であり、それぞれの医

-5-



療機関において、り〕突な‖町題になってお り、医出lF不足と同様、医ナ☆制度σ)

中で何らかの対策を討じる必要が渉)ると考える。

必要な看護師教が確保できなければ、現状人員の過亜業務にイ〕なが り、

更には医療現場における千誰の負|「とは〕出加 し、医】☆の質のll R下、|え療安全

14 :のm :保にも影響を及ぼすこととなる。

今 11、想者様が医療機関なi理4サくする時代で汁)り、は十様に選ば加ノる病院

になるためには病院が何らかの戦‖卜をたて、病ド先〕巾t員が
一丸となつて考え、

)也成の中で患若様に信頼される病1坑になるとともに看護何liを含めた病1暁職

員が何1きやすい魅力ある病院となることが、これからの病院連常の亜要な

テーマと考えら加フる。

ついては、本ワーキンググループで 1牲案さオ1夕た事項について、具十卜的

に取 り糸「lみを行うなど、積極的な改革等をサリ1待するものである。
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看護 師 問題 対策 検討 ワ
ー キンググル

ー プ の進 め方

1.ワ ーキング・グループのltl的

栗原市病院事業を運営する中において、千誰師確保に係る問題点を検討し、専P町的な

見地か,)古サ書」・提言をW点取するために 「栗原市病院事業看護師問題対策1検討ワ
ーキング

グループJを 設置し、改善を区|るギ)のでiある。

2.1食 討スケジェL~ル

IK 「〕吊 1推 8寺 ナリ| 言来

第 l  F I T`ル1 20 FF 8月 27 Fl

看誰師問題ネ1伸検〒ヽ|ワ
ーキンググループ言受立

年の経紳について

司二|,蛇21イ lilせ・II二乃蛇22々 r度
・引二炉蛇2〔,イ「il虻

にH61)な)干テ言蛭出「li西〔」に致言IPii

第  2  「 rll SiZん蛇2011= 10 )! 14 11 新))と採ナ|1鴨t員を確保
▼
ナるための1'1境性備

中途退職者の防|十二に向けた取糸R

官
， 3 匝| Tえみ蛇20 FF ll ダ1 25 日 文とy)
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栗原市病院司手業ft言嵯師問題対策検予ヽ|ワーキンググル
ープ設置要細

(設置)

第 1条  看 言隻前liの定最適子「二|ヒと採ナ11計画、新肌採)11晴1員確偽tσDための環!荒整備及び中溢選】巾'古
‐

の抑制方策等に関する課題事項を調査、杯議させるため、病院事業管Wl者
・
(以下 「管〕ll甘

‐
J

という。)の諮|1用機関としてイ!原子1瑚埼F党事業看誰由十iril順ネ1特校言寸ワ
ーキンググルーープ(以下「ワ

ーヽキンググループJと いぅ。)を [1く。

(委員)

第 2条  ワ ーーキンググルーヽプは、委!「112人 以内在rt)イ)て和|キヤtする。

2 委 員は、次に掲げる古1/1うらか|)、今f「|!亨子が委悌;する。

(1) |をこ療)高恥t貝

(2)市 立病院事務局職員及てパ千誰師

(3)県 内に,〕千在する看誰学校の役)岡蛇貝

11)そ のnL併
'jTl!古が】1甑半1と吊愁める十

3 委 員は、ど11言亥諮‖11に係る杯誰が終 rlンたときは)i、拘T任i ガヽ|夕た |)のとする。

(川ミ】ミ)

併坤 条 ワ ーーキンググルーープに座長を世さ、管〕ll杵が1持名する。

2 )14長は、ワーキンググループを総メ|!する。

i〕)11長に可ギllFkぁるとき、又は座長が欠けたとき|よ、あい)かじめ,14長のi肯名する委夕1がそθttt

務を代】11!する。

(会議)

第4条  ワ ーキンググルーープは、月4長が‖とにする。

2 ワ ーキンググルーープは、委!1の過半数が出席しなけオlンば会誰を尉1くことができないじ

(庶務)

第 5条  ワ ーキンググルーープのルk務は、医)張局に療付,11!i明(において処Flする。

(委任)

特( 条ヽ こ の要和刊に定ジ)るイ)ブ)のほか、ワーキンググルーープのi軽ギヤに関tンゼ、以:なⅢ項は、併
'〕ll

者が丹ilにケせジ)る。

い卜1 只叫

この要和司は、 平ナt蛇2 0イ「1 8月 1ド|から加輸
=ヤ
する。
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看護Hi問題対策検討ワーキンググル
ープ名締

氏 名 所 属 ・ 職 1々 等 4前 要

1封   タ ィ
上r

人崎市医的li会附属市i等看護学校

教 務  li二 任

1司 木  咲  子

営城県保健福れ上部レこ療整備課

技 術  柿  |ち 扇け庄長

渡 遊  和  子

栗原市立栗原中央病1暁

総 千 i雀的朽長

金 Pr ,し ぃ r

栗ナ巧〔市立だilHl11)'jl先

総 看 言控 山li長

iキi l喬  か に  子

栗原市立栗駒),j院

孫念 '行 f悠山li lt

itti 橋 lli 人

架原市立栄原中火)'5院

事 務  局  lt

千 葉  本|1 彦

栗原市立ヤflll11)'51先

事 務  ,lj 長

キヤ 万〔 ―一 川S

束原市立栗駒)'jl暁

Jr 務  局  長

佐 藤  義  郎

栗原市立栗原中央病院

総 務  課  長

キヤ 原  久  徳

栗原市病1坑申:業

医療局医療管理課長

lll 藤 _英 悦 一公 療
「
” 長 座  長

(敬称省略)
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